
震
度
こ
葡
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と
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田
b
i
P
E
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町
司
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「
現
場
の
人
間
が
、
自
分
た
ち
が
に
登
録
す
る
デ
l
タ
容
量
に
は
制
限
目
出

使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
作
ろ
う
、
を
設
け
て
お
ら
ず
、
利
用
者
数
に
よ
綿
酬

と
い
う
こ
と
で
事
業
を
始
め
た
」
。
る
利
用
糾
金
の
追
加
も
な
い
。
…
悦
川

ア
イ
サ
ス
(
金
沢
市
)
の
百
成
公
鋭
「
(
現
場
を
担
当
し
て
い
た
時
の
)
川
副

社
長
は
、
こ
う
言
っ
て
胸
を
張
る
。
自
分
た
ち
が
望
ん
で
い
た
こ
と
」
を
詰

「
業
態
に
通
じ
た
、
き
め
細
や
か
な
具
現
化
し
た
。
実
際
の
現
場
で
は
、
持

シ
ス
テ
ム
」
が
、
同
社
が
開
発
し
た
竣
工
後
も
文
書
の
登
録
や
修
正
、
納
路

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
『
イ
ン
フ
ォ
メ
品
デ
l
タ
の
作
成
作
業
な
ど
に
追
わ
四

l
シ
ョ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
』
の
最
大
の
れ
る
ケ
l
ス
が
多
く
、
こ
う
し
た
事
詰

強
み
な
の
だ
。
例
え
ば
、
シ
ス
テ
ム
情
を
踏
ま
え
て
工
期
終
了
後
2
カ
月
…

閉
ま
で
は
無
料
で
シ
ス
テ
ム
を
利
用
紘
一

で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
も
同
じ
考
川
唱

え

に

基

づ

く

。

が

川

同
社
は
2
0
0
5年
、
石
川
県
建
閣
制

設
業
協
会
な
ど
と
連
携
し
つ
つ
、
複
芯
。

数
の
建
設
関
連
企
業
の
協
力
を
得
て

w
ぷ

設
立
ρ

現
場
代
理
人
や
監
理
技
術
者
綴

の
経
験
者
が
シ
ス
テ
ム
開
発
に
携
わ
取
材

り
、
翌
閃
年
か
ら
シ
ス
テ
ム
提
供
を
謹

開
始
し
た
J

当
初
か
ら
情
報
共
有
だ
詰

け
で
な
く
電
子
納
品
ま
で
の
一
気
通
崎
市

貫
を
腕
ん
だ
設
計
思
想
で
対
応
し
て
川

d

d

護協議場

一

運

用

を

始

め

中

だ

o

d
M
h

た
。
現
在
で
は
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
用

ブ
時
県
工
事
の
ほ
ぼ
意
し
て
い
る
の
も
特
徴
の
一
つ
だ

0

0
附
す
べ
て
で
利
用
現
場
の
土
木
用
語
に
精
通
し
た
担
当

市
出
附
さ
れ
、
こ
と
し
'
者
が
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
ほ

収
叶

2
月
末
現
在
の
か
、

C
A
L
S
/
E
C
の
イ
ン
ス
ト

に
吋
利
用
実
績
は
7

ラ
ク
タ
l
や
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い
っ

-

d

，

/

 

格
制

4
0
0件
に
上
た
資
格
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
情
報

け
心
る
。
能
登
半
島
じ
の
多
様
な
課
題
に
応
え
る
よ
う
に

架

安

ィ
や
山
間
地
域
を
し
て
い
る
。

の
」
抱
え
る
岡
県
で
百
成
社
長
は
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

報

ジ

、

情
ツ
は
、
書
類
提
出
の
今
後
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
が

野
や
打
ち
合
わ
せ
進
め
て
い
る
C
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ

者
の
た
め
の
移
動
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

、
三
時
間
、
コ
ス
ト
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
の
流
れ
に
乗
っ
た

受
シ
が
か
さ
む
た
も
の
と
な
る
の
は
不
可
避
で
あ
る
と

め
、
導
入
効
果
を
評
価
す
る
声
が
多
考
え
て
わ
る
。

c
I
M運
用
の
肝
と

い
と
い
う
。
北
陸
地
方
整
備
局
で
も
な
る
3
次
元
モ
デ
ル
の
共
有
。
活
用
一

半
数
以
上
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
中
は
「
(
既
に
デ
l
タ
の
容
量
制
限
を
一

部
、
近
畿
な
ど
の
地
方
整
備
局
で
も
設
け
て
い
な
い
同
社
に
と
っ
て
は
)

実
績
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
自
治
体
優
位
性
と
し
て
働
く
」
と
し
な
が
ら

で
は
岡
山
県
や
長
野
県
な
ど
の
ほ
も
、
「
ベ
ン
ダ
ー
各
社
が
そ
れ
ぞ
れ

か
、
金
沢
な
ど
市
町
で
も
実
証
実
験
特
色
を
生
か
し
つ
つ
、
標
準
(
デ
|

タ
)
は
そ
れ
と
は
別
に
や
り
取
り
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
見
据
え
て
い
る
。
(
千
葉
大
伸
)

お
り
、
工
事
完
成
時
に
は
そ
れ
ま
で

に
蓄
積
さ
れ
た
共
有
情
報
が
電
子
成

果
品
デ
l
タ
と
検
査
用
デ
l
タ
と
し

て
自
動
的
に
整
理
・
作
成
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
使
い
手

側
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
経

験
の
浅
い
現
場
代
理
人
な
ど
に
と
っ

て
は
頼
も
し
い
。

こ
う
し
た
導
入
効
果
が
認
め
ら

れ
、
ロ
年
3
月
に
は
同
業
者
の
中
で

唯
一
、
国
土
交
通
省
の
N
E
T
-
s

(
新
技
術
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
)
に

事
後
評
価
済
み
技
術

(
H
R
|
0
7

量
に
制
限
が
な
い
た
め
、
例
え
ば
災

oos--v)
と
し
て
登
録
さ
れ
害
時
、
現
場
の
状
況
を
大
容
量
の
動

た

。

画

で

発

注

者

に

伝

達

す

る

こ

と

も

で

同
シ
ス
テ
ム
で
は
、
共
有
ス
ペ

l

き
、
機
動
的
な
判
断
を
可
能
と
す
る
。

ス
機
能
や
掲
示
板
機
能
を
利
用
し
た
同
社
の
地
元
、
石
川
県
で
は
侃
年

情
報
共
有
、
書
類
発
議
前
の
事
前
打
度
か
ら
同
社
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験

ち
合
わ
せ
も
で
き
る
。
ヂ
i
タ
の
容
を
開
始
し
、
郎
年
度
か
ら
本
格
的
に

デ
ー
タ
容
量
に
制
限
な
し

【建設ICT】

1.日経 2.朝日 3.毎 日
4. 詰ロJ(; :J 書1.0 5.岐 阜 6.中日
7.産経 8.静岡 9.伊勢

訪中部経済 11建通 12日刊工事業
建設通信 14信濃毎日 15.日本海

16.建設工業
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